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研究成果の概要（和文）：　人類より知的な人工システムが技術的に可能になる日であるとされる「シンギュラ
リティ」を巡って、まずその技術予測としての妥当性を検討するとともに、そこで用いられている「人類よりも
知的」等の諸概念の意味を検討し、整理した。
　次いで、その基礎作業の上に、シンギュラリティがいかなるものであるにせよ、それに類するものが近未来に
可能であるとの仮定の上で、予防的にシンギュラリティに人類はどのように対処すべきかを明確にした。最後
に、知的人工システムの開発をどのようにコントロールすべきかを展望した。

研究成果の概要（英文）：　We conducted a multidisciplinary study on "Singularity" where the "
superhuman intelligence" would be possible.  Firstly, we examined validity as a technological 
forecast of the expectation that someday something like singularity will come true.  Then, we 
analyzed related concepts such as "superhuman", "intelligence" and so on. 
   Secondly, based upon these grounding tasks we tried to make it clear, on the assumption that 
something like "singularity" will come,  how human being should cope with it in a proactive manner. 
 Lastly, we made a proposal on how we should control developmental processes of artificial 
intelligent systems.  

研究分野： 科学哲学

キーワード： シンギュラリティ　幸福　知的システム　価値　科学技術社会論

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　シンギュラリティないし知的人工システムが実現したのちに、あるいはそれを想像した上で、それにどう対処
しようかとだけ考えるのは合理的ではない。知的人工システムの開発をどのような方向に向けてコントロールす
べきかを考える必要がある。しかしそのためには「幸福な人類の未来」という目標を設定した上で、その実現に
向けて人工システムの開発を進めるというスケールの大きなバックキャスト型の思考が必要である。しかしなが
ら、われわれは「幸福な人類の未来」を構想することがきわめて下手である。そこで、本研究のいわば副産物と
して、「幸福な人類の未来」を構想する力を育てる技術者向け研修プログラムを開発し実施している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 シンギュラリティ（singularity）とは、技術的特異点とも訳され、人類よりも知的な人工シ
ステム（恐らくは超高性能の人工知能、ここでは「超知的人工システム」と呼ぶ）が登場する
近未来の時点を表すために導入された用語である。1970 年代の認知革命によって開始された人
工知能研究は、さまざまな困難のために一時期停滞を余儀なくされたが、計算機そのものの計
算能力の爆発的進化と深層学習（deep learning）アルゴリズムの発展により、近い将来に人類
の知的能力を超える知性をもった人工知能が開発されるという予想は、決して夢物語ではなく
なってきた。 
 こうした技術的進展を背景として、「シンギュラリティ」という用語が議論に導入されるよう
になった。当初は SF 作家によって使われていた（Vinge 1983）この用語を、現実の技術の未
来予測に導入したのは（Kurtzweil 2005）である。以来、この語は人口に膾炙し、計算機科学、
人工知能、ロボット工学、哲学、倫理学の研究者たちによっても、主としてアメリカ合衆国を
中心として議論が進められてきた（cf. Chalmers 2010）。いつシンギュラリティが到来するか
の見積もりについては、論者ごとにばらつきがあるが、多くの論者が今世紀中と予想している。
だとするならば、シンギュラリティは現代のわれわれにとって、あるいは人類の生存にとって
喫緊の課題となりつつある。 
 重要なのは、シンギュラリティにわれわれはどう対処するかという問いである。これは、次
のいくつかの問題に分解される。第一に、そもそもシンギュラリティを引き起こすような方向
に人工知能・ロボット工学分野の研究を進めるべきかという問題。第二に、進めるべきだとし
て、あるいはまた、科学技術の開発を人為的にコントロールすることは不可能だとして、では、
超知的人工システムと人類はどのように共存していけばよいのかという問題。 
 しかし、これらの問題を真剣に考えようとすると、いくつかの基礎的問題に突き当たらざる
をえない。例えば、「超知的人工システム」なる概念がきわめて曖昧である。人類よりも「知的」
とはどういう意味か。それを明確にしないと、そもそも超知的人工システムとは何かも明確に
ならないし、それが可能か、近い未来に実現されそうかも ill-posed な問いに留まる。人工知能・
計算機科学畑の研究者が現状で行っている議論では、「知性」とは何かを曖昧にしたまま、それ
ぞれの論者がかなり融通無碍に自説を主張しており、したがって、SF 的 speculation か、反技
術論的なセンセーショナリズムに陥りがちになっている。 
 一方、他にも、シンギュラリティについて考察する以前に明晰化しておかねばならない基礎
的問題は山積している。たとえば、超知的人工システムが人類の敵になったらどうしようと心
配する論者もいるが、敵であるためには利害が対立しなければならない。そのためには、超知
的人工システムが自分自身の interest をもたねばならない。そうすると、人工システムにとっ
ての価値とは何か、どのようにすれば価値を人工システムに実装できるのか、といった問題群
が生じる。 
  こうした基礎的問題群に答えることによって、シンギュラリティの問題をわれわれがより
よく考察できるようにするのは、哲学者・倫理学者のつとめだろう。しかしながら現状では、
哲学者・倫理学者からのシンギュラリティ問題への貢献は乏しい。哲学側からのこの問題に対
する最も包括的な考察は（Chalmers 2010）であるが、これはシンギュラリティを、人格同一
性や意識の哲学といった、これまで哲学内部で扱われてきた伝統的問題の応用問題として扱っ
ている傾向が強い。さらに言えば、伝統的問題を絵解きする一つの題材として超知的人工シス
テムの可能性が使われているようにすら見える。 
 本研究では、人工知能・計算機科学に携わる研究者と、哲学・倫理学・美学・心理学に携わ
る研究者とが協働することで、シンギュラリティに関する従来の議論にまつわる上記の欠点を
解消しつつ、実証的データと理念的考察のバランスのとれた、明晰な基礎的概念の理解にもと
づく議論を行い、シンギュラリティを超えて超知的人工システム（もしできたなら）と人類が
どう共生すべきかという問題に説得力ある解答を与えることを目ざす。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、人類よりも知的な人工システム（超知的人工システム）が技術的に可能になる日
であるとされるシンギュラリティ（singularity）を巡り、まず、その技術予測としての妥当性、
そこで用いられている「人類よりも知的」という概念の意味を検討する。次いで、その基礎作
業の上に、シンギュラリティが近い将来に可能であるとの仮定の上で、予防的にシンギュラリ
ティに人類はどのように対処すべきかを検討する。ここでの検討課題は、超知的人工システム
にとって価値（善と美）がどのようなものでありうるか、超知的人工システムと人類はどのよ
うに共存することが可能かである。最後に、上記の検討を総合することによって、超知的人工
システムの開発を今後どのようにコントロールすべきかについて検討し、提言する。 
 
 
３．研究の方法 
(1）シンギュラリティ問題を明晰に考えるための前提として基礎概念を分析・明確化する 
 シンギュラリティ問題を巡るこれまでの議論を混乱させてきた基礎概念を抽出して、それぞ



れを明晰化する。たとえば「知的」という概念はその典型である。何をもって「人類より知的
な人工システム」と呼ぶのかは、いまだに混沌としている。あるいは「エージェント」という
概念も重要な基礎概念である。どんなに知的なシステムができても、それが人間の道具に留ま
っている限りはシンギュラリティを気にかける必要はない。システムはどんな条件が満たされ
たときに、自律的なエージェントとなるのかを明らかにしておく必要がある。 
 
(2）シンギュラリティ問題を体系的に考えるための前提として基礎的問題群を洗い出し解答を
与える 
 ここで「シンギュラリティ問題」と呼んでいるものは、互いに関係し合ったより小さな基礎
的諸問題の束に他ならない。そこにはたとえば、超知的人工システムが人類を脅かすとしたら
どのようにしてか、超知的人工システムが自分の利害を持つとはどういうことか、どのような
事態が超知的人工システムと人類の共存といえるのか等々の無数の問題が含まれている。そこ
で、概念整理を行うのと並行して、これらの基礎的問題群を洗い出し、相互関係をつけた上で、
それらに答える必要がある。 
 
(3）シンギュラリティの技術予測としての妥当性を検討し、シンギュラリティに至る複数のシ
ナリオを作成する 
 深層学習の開発により、超知的人工システムが夢物語ではなくなったと言われるが、それが
今世紀中に「シンギュラリティ」と呼ばれるようなブレークスルーをもたらすかどうかは明ら
かではない。論者によって見通しが全く異なるのは、そこで想定されている超知的人工システ
ムが一つのものでないからである。既存の論者たちの技術予測の妥当性を検証しつつ、上記 1）
と(2)の分析成果を踏まえ、想定される超知的人工システムのそれぞれに応じて、より妥当な予
測とそのシナリオを作成する。 
 
(4)シンギュラリティに至る可能なシナリオのそれぞれについて、人類と超知的人工システムと
の望ましい共存のあり方と、そのための方策を提案する。(3）の知見を踏まえ、人類と超知的
人工システムとの複数の共存戦略を提案する。それには、シナリオに応じて楽観的なものから
悲観的なもの（知的人工システムの開発を中止する）まで、常識的なものからラディカルなも
の（人類が肉体を捨てて超知的人工システムに同化する）までが含まれることになるだろう。
あらゆる可能性をあらかじめ排除することなく方策を探索する。 
 
 
４．研究成果 
 多様な分野の研究者によるトランスディシプリナリな研究であったため、研究成果は多岐に
わたる。ここでは、社会的意義と今後の展望の観点から最も主要と考えられ、しかも研究開始
当初にはクリアに予見できていなかった知見と発展の方向性のいくつかについて報告する。 
（1）知的システムとの共存に概念工学的営みの重要性 
 シンギュラリティに至る可能なシナリオを検討する中で、明らかになってきたことは、シン
ギュラリティに至る道のりにおいて開発され社会実装される知的システム（超知的ではないに
せよ、知的であり、人間がさまざまな判断を委ねるようなシステム）の段階ですでに、かなり
の社会変容はさけられない、ということである。人工システムと人類の幸せな共存戦略を考え
る際に、こうした中間過程での社会変容をうまくデザインすることも重要であるし、そのため
の方法はシンギュラリティそのものに対しても適用可能であろう。 
 そこで、人工システムと人類の幸せな共存を構想し、社会変容を適切にデザインするための
考え方として「概念工学」を提案した。工学ないしエンジニアリングは、有益な人工物（artifacts）
を設計することを通じて人類の幸福に貢献しようとする。しかし、ここで「人々の幸福に資す
るところの人工物」とは何かを反省する必要がある。言うまでもなく、医薬品や様々な医療技
術、自動車などの輸送手段、発電機などのエネルギー技術などが、人々の幸福な生存にじかに
資することを意図されていることは論を俟たない。 
 しかしながら、われわれの幸福を左右する人工物は技術産品に限らない。概念もまた、目に
見えないが幸福に大きく関係する人工物である。典型例として、「人権」という概念をとりあげ
よう。幸いなことに、現代の日本人は、理由もないのに牢獄に閉じ込められる、生まれながら
にして誰かの奴隷として労働を強制されるなどといったことは、まず自分の身に起きそうにな
いと思っている。そして、これが決定的に重要なことだが、「自分はそんな目にあういわれはな
い」という考えそのものを抱くことができる。これらはすべて、「人権」という概念があり、わ
れわれがそれを知っているからだ。このような意味で、人権概念は人々の幸せな生存を可能に
してくれている。この概念は、歴史のどこかで、特定の製作者によって生み出され、それに意
義を見出した人々によって、たまたまわれわれの手元までリレーされてきた 
 つまり、われわれのそれなりに幸福な生存を支えてくれている「人工物」は技術産品のよう
なモノに限らない。そこでわれわれは、概念や理念、そしてそれが織りなす概念システムとい
った抽象的なものも、《ヒトの幸福な生存に不可欠な人工物》である。概念システムの創造や改
定を通じて人類の幸福に貢献する活動を「概念工学」として捉えることを提案した。概念工学
は、有用な人工物の設計を通じて人々の幸福に貢献しようとする工学の「もう一つのやり方」



と言っても良い。 
 知的システムとの共存の場面で概念工学が重要になる一つの事例として、自動運転車をとり
あげてみよう。自動運転のレベルが上がっていくにつれ、誰の責任だかわからない事故、それ
どころか原理的に誰の責任も問えない事故の割合が（事故の総数は減るにせよ）増えていくこ
とが予想される。そしてこれは自動運転車に限った話ではない。人工知能を用いて自律的に判
断・行為する多種多様なシステム（ロボット）、たとえば自動診断システム、介護ロボット、ソ
ーシャルロボット等々。われわれがこれらの自律的知的システムと共存していくことは避けが
たい。そうなったときに、責任という概念と、社会のその他のアクター、とりわけ人工知能や
ロボットとのコンフリクトが生じ、アクターのネットワークが不安定化・脆弱化するおそれが
ある。 
 この問題に対する概念的解決として、責任概念を工学するという選択肢もありうる。責任の
概念を弱める、あるいはよりラディカルな方向性として、責任の概念を消去することが可能か
を考えてみる必要がある。具体的には、責任概念を取り除いた倫理システムを構築することが
できるかを探求することである。 
 われわれの現行の倫理システムや法システムが、道徳的責任の概念を中核にしていることは
確かである。それゆえ、問題とすべきなのは、道徳的責任の概念をなしですませて、それゆえ
行為の道徳的良し悪しによって、行為者に褒賞・処罰（賞賛・非難）を与えるという実践をな
くしたとしても、道徳的に妥当で、人々を幸せにし、社会を安定させる倫理システムや法シス
テムを構築することが可能かということである。これはかなり大掛かりな作業になる。という
のも、道徳的責任の概念は、他の重要概念、たとえば自由意志、行為者性、自己、反省能力等々
と密接に結びついてきたからだ。そうすると、道徳的責任概念の消去は、こうした諸概念の織
りなすシステムを根こそぎ工学することを伴う。 
 それでもこのような大規模な概念の書き換えが必要だと考える理由は、第一義的には、道徳
的責任を帰属させることのできない（あるいはさせても意味のない）ロボットや人工知能のよ
うな自律的行為主体と人類が初めて大規模に共存することになったからなのだが、それだけで
はない。 
 第一に、神経科学・心理学・進化学などの発展により、責任を中心概念とする倫理システム
が前提していた「自由で反省的で自律的な行為主体としてのわれわれ」という人間像が科学的
人間像と不整合になりつつある。かつて自ら想定していたほど、われわれは自分の行為をコン
トロールできていないし、自由に選択できていないし、自分の心を反省するのも下手だし、そ
れほど合理的に熟慮の末に行為するわけでもない。 
 第二に、責任を強調する倫理システムは、間違いながら前進する科学・技術の本質にそぐわ
ない。科学・技術の複雑化と巨大化により、社会的意思決定は専門家ですら責任が負いきれな
いものになりつつある。しかし、いまだに自己原因の究明は責任追及と並行して行われている。
再発防止が目的なら、両者を同時に行うシステムは適していない。 
 第三に、これが最も重要なポイントだが、過度に責任を重視する倫理システムが人々を現に
苦しめているように思われる。ネオリベラリズムとも相俟って「弱いものがさらに弱いものを
叩く」構図を生み出し、自己責任に耐えきれない人々の自罰的傾向を助長している。 
 というわけで、責任概念を弱化・消去する方向で概念工学を試みることには、実践的な重要
性がある。次のステップとして、どのようなポスト責任社会を設計するかという問題が残る。
一つのやり方として、次のようなアプローチを提案したい。まず、道徳的責任の概念が現行の
倫理システムにおいて何の役割を果たしているかを明らかにする。そのうち、ポジティブな役
割に関してその代替物を設計することで、その役割が引き継がれるようにする。道徳的責任の
概念が果たしているポジティブな役割は、被害者へのつぐないを誰がするのかを決める基準を
提供するという役割だ。まずは責任ある者がつぐなうべきだとされる。だとすると、次のよう
に考えられる。責任概念の唯一のポジティブな機能が「つぐない」の分配であるならば、「つぐ
ない」概念そのものを責任概念の代わりを果たすものとして、倫理システムを再構築してはど
うか。おそらく、この倫理システムは刑罰という制度に替えて、保険という制度を広範に導入
することになるだろう。実際、自動運転車の社会実装をめぐる議論では、責任の問えない事故
に関しては保険制度でカバーすべきだと考える法律家も多い。 
 以上が、人工的知的システムとの共存という目的をもって実践される概念工学の一例として
の「責任なき倫理」のスケッチである。重要なのは、これはロボットが社会に導入されたあと
でなされる哲学者の対応（＝解釈）ではないという点だ。むしろ、これはロボットを含むアク
ターネットワークを調整する作業の一部であり、ロボットの社会実装の一環なのである。その
意味で、概念工学とモノづくり工学は連続している。 
 
 
（2）「幸せな未来社会」を構想するための方法構築の重要性 
 「社会を大きく変えるようなイノベーション」がさまざまなレベルで求められ、知的システ
ムの開発にその期待が寄せられている。しかし、そのための方法論が不在である。期待される
ような大規模なイノベーションを引き起こすためには、いまある要素技術の延長・外挿で考え
る、社会にいま現に存在している「ニーズ」を把握してそれに応える、といった方法では足り
ない。そこで、まず 50年後（何年後でもよいのだが）の幸せな未来社会を構想して、そこから



バックキャストするべきだとされる。ところが、ここで障害になるのは、われわれは幸せな未
来社会を構想することがかなり下手である、という事実である。とりわけ技術者にそうした構
想力が欠けている。どうしてもいまある技術とニーズの延長線上で発想するという方法から抜
け出せずにいる。日本の工学教育では、そういう訓練しか受けていないので無理もないのだが。 
 われわれにいま必要なのは、「幸せな未来社会」を構想するための方法論である。そのために
は、まずなぜ下手なのかを明らかにし、下手だという事実を踏まえて、それを乗り越えるため
の方法を案出する必要がある。われわれが「幸せな未来社会」を構想するのが苦手なのは、二
つの理由がある。第一に、未来社会ではわれわれの基本的なニーズが変化してしまっているだ
ろうから、われわれには未来のわれわれが何を望むのか、未来のわれわれにとって何が「便利」
なのかわからない。第二に、すでにある程度幸せが実現されている社会の中で「さらに幸せな
社会とは何か」を考えようとするからである（悲惨さに満ちた社会であれば「幸せな社会」像
を形成するのはかんたんかもしれない）。 
 そこでまず重要となるのが「幸せ」「幸せな社会」の概念分析である。われわれはまず、心理
状態としての幸せ、幸せな人生、幸せな社会の３レベルを区別することから始めた。３つの「幸
せ」は意味が違うのではと考えておく必要がある。たとえば、人々がいつも幸せを感じている
社会（多幸症社会）が幸せな社会とは限らないからである。また、人々の欲求（ニーズ）充足
率が高い社会が幸せな社会とは限らない。人々の欲求水準を下げてしまえば、欲求の充足は安
上がりに手に入るからである。こうした概念分析を経て、暫定的な「幸せな社会」の定義とし
て、できるかぎり多くの人々の「良きものに向かう潜在的可能性」を十分に拡張し、それを十
分に実現するサポートシステム（資源、制度、組織、人工物）をもつ社会は幸せな社会である、
という定義に至った。技術はこの「サポートシステム」の重要な部分と位置づけられる。 
 次にこれを、技術開発場面での「幸せな未来社会」を構想する能力を高める方法論に落とし
込むことが重要である。そのための指針として、まず「便利なものを作ろう」と考えるのをや
める。何が便利であるかは人によって違う。それどころか未来の私も他者であり identity は保
たれないことを理解すべきである（シンギュラリティはこの問題を突きつけている）。第二に、
automation ではなく、augmentation（man-machine の潜在的可能性の拡張のためのツール）と
して技術を捉える。第三に、いまの社会でわれわれの可能性の拡張と実現を阻むものの除去（＝
より大きな自由を手に入れるためにどうすれば良いか）を考える。これは universal design
の哲学の拡張版といってもよいだろう。社会のあり方の変更の一コマに技術開発を位置づける
（概念・価値観・制度・法・組織・技術製品はみんな artifact＝設計の産物） 
 本研究のいわば副産物として、こうした指針にもとづく技術者研修プログラムを開発した。
現在、東海地域の技術系企業と連携して試行し、改善へのフィードバックを得つつある。 
 
 
（3）今後の展望 
 本研究で得られた成果の一部は随時、学会発表、論文、書籍等の形で発信してきたが、研究
プロジェクト全体の成果発信（とりわけ国際的成果発信）は、これからの課題である。代表者
がボードメンバーを務める、2020 年 9 月にクアラルンプールで開催予定であった CCPEA
（Conferences on Contemporary Philosophy in East Asia）において、総括的なワークショッ
プの形で成果を発信することを計画していたが、COVID-19 の影響で延期となってしまった。国
際ワークショップ、あるいは書籍としての、包括的な成果発信に今後つとめていきたい。 
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 ２．論文標題  ５．発行年
Differentiation and Integration of Sensation and its Application

ICAROB2018 348-351

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yasuhiro Suzuki 23

 １．著者名

10.5954/ICAROB.2018.OS4-2

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Toward Artificial Intelligence by Using DNA Molecules

ICAROB2018 345-347

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yasuhiro Suzuki, Rie Taniguchi, 23

 １．著者名



2019年

2017年

2017年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Differentiation and Integration of Sensation and its Application

ICAROB 2017: PROCEEDINGS OF THE 2017 INTERNATIONAL CONFERENCE ON ARTIFICIAL LIFE AND ROBOTICS 348-351

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yasuhiro Suzuki 1

 １．著者名

10.4189/shes.15.73

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
自由意志信念が社会的相互作 用場面での攻撃行動に与える効果 運命的決定論信念に着目して

人間環境学研究 73-80

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
福本都・苫米地飛・橋本剛明・唐沢かおり 15

 １．著者名

10.1371/journal.pone.0180952.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
We perceive a mind in  a robot when we help it.

PLoS One e0180952

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Tanibe, T., Hashimoto, T., & Karasawa, K. 12

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
個人ライフログを用いたe-コーチング技術

情報処理学会論文誌「教育とコンピュータ」 -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
間瀬健二、平山高嗣、森田純哉、榎堀優 2019

 １．著者名



2018年

2019年

2018年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.3390/philosophies2030014

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A New Kind of Aesthetics―The Mathematical Structure of the Aesthetic

Philosophies 00-00

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Makoto Kubota, Hirokazu Hori, Makoto Naruse, Fuminori Akiba 2(3)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Toward Artificial Intelligence by Using DNA Molecule

ICAROB 2017: PROCEEDINGS OF THE 2017 INTERNATIONAL CONFERENCE ON ARTIFICIAL LIFE AND ROBOTICS 345-347

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yasuhiro Suzuki 1

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
触譜を用いた感性のIoT化と感性インフォモーション

日本AEM学会誌 14-19

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
鈴木泰博 27

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Mathematical Expression of Minakata Kumagusu's Philosophy of Natural Science

ICAROB 2017: PROCEEDINGS OF THE 2017 INTERNATIONAL CONFERENCE ON ARTIFICIAL LIFE AND ROBOTICS 342-344

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yasuhiro Suzuki 1

 １．著者名



2018年

2016年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Neural networks by using self-reinforcement reactions

Proceedings of International Conference on Artificial Life and Robotics 595-598

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yasuhiro Suzuki 0

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Molecular artificial intelligence by using DNA reactions

Proceedings of International Conference on Artificial Life and Robotics 591-594

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yasuhiro Suzuki, Rie Taniguchi 0

 １．著者名

10.1109/MTS.2016.2618719

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Future relations between humans and artificial intelligence: A stakeholder opinion survey in
Japan

IEEE Technology and Society Magazine 68-75

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Arisa Ema, Naonori Akiya, Hirotaka Osawa, Hiromitsu Hattori, Shinya Oie, Ryutaro Ichise,
Nobutsugu Kanzaki, Minao Kukita, Reina Saijo, Otani Takushi, Naoki Miyano, Yoshimi Yashiro

35-4
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Personal Viewpoint Navigation based on Object Trajectory Distribution for Multi-view Videos

IEICE Transactions on Information and Systems 193-204

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Xueting Wang, Kensho Hara, Enokibori Yu, Takatsugu Hirayama and Kenji Mase E101-D, No.1

 １．著者名



2017年

2017年

2016年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Vote distribution model for Hough-based action detection

IEICE trans. on Information and Systems 2796-2808

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kensho Hara, Takatsugu Hirayama, Kenji Mase E99-D-11

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Classification of driver's neural and cognitive distraction states based on peripheral vehicle
behavior in driver's gaze transition

IEEE transactions on intelligent vehicle 148-157

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takatsugu Hirayama, Kenji Mase, Chiyomi Miyajima, Kazuya Takeda 1-2

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Computational aesthetics: from tactile score to sensory language

Pervasive Haptics 201-220

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yasuhiro Suzuki, RIeko Suzuki 0

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Artificial chemistry by sound waves

Proceedings of International Conference on Artificial Life and Robotics 599-602

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yasuhiro Suzuki 0

 １．著者名



2016年

2016年

2016年

2016年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

org/10.14966/jssp.0879

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
実体性が両面価値的な集団への行動意図に及ぼす影響：エイジズムに着目して

社会心理学研究 81-91

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
二木望、渡辺匠、櫻井良祐、唐沢かおり 32

 １．著者名

10.5964/ijpr.v10i2.214

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
When and by whom are apologies considered? The effects of relationship and victim/observer
standing on Japanese people’s forgiveness

Interpersona: An International Journal on Personal Relationships 171-185

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
T. Hashimoto, K. Karasawa 10

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Are they effective in actual workplace?

Internal Workshop on Infromatics 2016, Riga Latvia 13-18

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yu Enokibori, Kenji Mase 0

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ポールーカメラ間の位置関係を用いた広視角多視点映像のためのカット抽出方法

画像電子学会論文誌 305-317

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
富安史陽、Wang Xueting、間瀬健二 45

 １．著者名



2016年

2016年

2020年

〔学会発表〕　計87件（うち招待講演　34件／うち国際学会　36件）

2019年

 ２．発表標題

第30回日本消化器癌発生学会（招待講演）
 ３．学会等名

久木田水生

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

AI社会の作り方：ディストピアかユートピアか

 １．発表者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Tactileology, an innovative academic field in the tactile sense, based on Non-PC Computing
Systems by using the Universal language in Nature

IMPACT 12-17

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yasuhiro Suzuki 2020-1

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
How we view people who feel joy in our misfortune: The influence of expressed schadenfreude in
interpersonal situation

Korean Journal of Social and Personality Psychology 41-61

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Jung, K. H., & Karasawa, K 30

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
一般的・個人的自由意志尺度（Free Will and Determinism Scale; FWDS）日本語版の作成

パーソナリティ研究 228-231

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
渡辺匠・松本龍児・太田紘史・唐沢かおり 24

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

情報ネットワーク法学会分科会（招待講演）

2nd International Conference on Philosophy and Meaning of Life（国際学会）

原子力学会2019年秋の大会（招待講演）

日本ロボット学会学術講演会オープンフォーラム（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

久木田水生

Minao Kukita, Nayuta Miki and Sho Yamaguchi

久木田水生

久木田水生
 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

情報技術による人間の認知の拡張

人工知能の倫理的課題：軍事利用、自動的意思決定による差別の事例から

What we talk about when we talk about meaning in life

技術開発に倫理を組み込むこと：人工知能の事例から

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

SPT2019（国際学会）

応用哲学会

予兆学シンポジウム（招待講演）

 ２．発表標題

ヒューマンインタフェースシンポジウム2019

久木田水生

Minao Kukita and Makoto Kureha

久木田水生、戸田山和久

戸田山和久

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ソーシャルロボットをめぐる賛否両論

Who knows?: Artificial intelligence and the transformation of science

人工知能は知識を持てるか？

予兆に基づいてどのように意思決定するのか

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2019年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

ESCR-JST Joint Workshop（招待講演）（国際学会）

感情心理学会（招待講演）

中部哲学会（招待講演）

名古屋哲学フォーラム（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

戸田山和久

戸田山和久

戸田山和久

Minao KUKITA

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

集合知じゃない知識ってそもそもあるのか

概念工学のてんまつ

How could we prevent information from dividing our society?

感情って科学の概念なんだろうか



2018年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

3rd Dutch-Japanese Workshop on Philosophy of Technology（国際学会）

電子情報通信学会2019年総合大会企画シンポジウム「科学技術者コミュニティと軍事研究：民両用の価値」（招待講演）

電気学会倫理委員会全国大会シンポジウム（招待講演）

進化経済学会2018年オータムカンファレンス（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

久木田水生

Minao Kukita and Makoto Kureha

久木田水生

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

人はなぜ道具を使うのか：遺伝子とミームの複雑なダンス

AI and Science

軍民両用技術と科学技術の価値：技術決定論と社会構成主義の議論を踏まえて

コミュニケーションの過去・現在・未来：ヒューマン・エージェント・インタラクションのもたらす新しいコミュニケーションとその倫理
的課題

 １．発表者名

 １．発表者名
久木田水生

 ３．学会等名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

社会情報学会学会大会，シンポジウム「AIが"媒介"する社会」（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本産業衛生学会第91回大会、メインシンポジウム1「人と科学技術の連鎖」（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

久木田水生

久木田水生

久木田水生

Kazuhisa Todayama

 ３．学会等名

応用哲学会ワークショップ「技術哲学のアクチュアリティ」

CCPEA（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

テクノロジーがデザインする人と人の距離：その倫理的含意

新しい科学技術は労働をどのように変化させるか」、

ソーシャルテクノロジーへの賛否両論：あるいはテクノロジーの中立性について

Everyone wants us to teach them what happiness is: changing roles of philosophers in a techno-scientific society

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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